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１ 森林づくり県⺠税について
(１)地域会議・県⺠会議の振り返り
(２)森林税活用事業の予算(見込)

(３)上田地域の森林税活用事業実績及び計画
①再造林の加速化
②市町村と連携した森林整備支援
③県⺠協働による⾥⼭整備・利用（開かれた⾥⼭）

(４)その他（Ｒ７におけるＰＲ：関連イベントの開催状況）

本日の会議の流れ
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令和７年度 第１回地域会議・第３回県民会議の振り返り
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〇県(局)ホームペー
ジへの議事録掲載
（右のとおり）

【アドレス】
https://www.pref.nag
ano.lg.jp/josho/josho-
rimmu/kannai/gyomu
/rinmuka.html

〇林務部への要約版
の提出（次頁以降）

令和７年度 第１回地域会議の結果
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令和７年度第１回地域会議 開催結果（意見等）【林務部に提出】

地域会議事務局の⾒解構成員からの意⾒

・木質バイオマスは、地中から掘り出す化⽯燃料と
は異なり、吸収したCO₂を放出するだけなので
「カーボンニュートラル」だと考えている。

【CO2の固定と木質バイオマス発電】
・建材に使えない木材がバイオマス発電に回される

ことで、CO₂排出につながる可能性がある。木質
バイオマスの利⽤はカーボンニュートラルとされ
ているが、実際はCO₂排出があり、ニュートラル
になるまでには何⼗年もかかる。

・現在の県方針は、CO₂のストック量ではなく吸収
速度に基づいている。若い森林は吸収速度が⾼く、
伐採→植栽のサイクルでその期間を維持する。

・意⾒を今後の参考にする。

【CO2吸収量の考え方】
・苗木は吸収⼒が弱く、伐採によって短期的には
CO₂排出が増える可能性がある。

・2050年のゼロカーボン目標に向けて、森林吸収量
の計算や政策の妥当性を精査する仕組みが必要。

・ゼロカーボンの目的に対して、現⾏の森林施策が
本当に合っているか疑問。継続的な議論が必要。

・目標の⾒直しについては、現時点で本庁からの方
針は示されていないが、今後必要に応じて検討す
る。

【再造林の目標値】
・再造林加速化事業の達成率が低いのは、目標設定

が短期的な伐採対応なのか、⻑期的な森林経営を
⾒据えたものなのか、⾒直しの必要性も含めて説
明すべきでは。

・省コスト化の推進は必要だが、それだけで目標達
成は難しいのではないか。

１ 地域会議で挙げられた意⾒等
（１）地域または全県の課題として検討を要する事項
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令和７年度第１回地域会議 開催結果（意見等）【林務部に提出】

地域会議事務局の⾒解構成員からの意⾒

・地域ごとの被害状況に応じて計画したが、必要に応
じて対策を⾏う。

【獣害対策】
・獣害対策として苗木保護を計画していないが、今後

は何らかの対策を検討されたい。

・意⾒を今後の参考にする。
【開かれた⾥⼭】
・「やりたいこと」から使える事業を逆引きできるよ

うな情報提供の仕方があると便利。
・現状の税事業はハードルが⾼く、利⽤しづらいため、

もっと⾝近で使いやすい制度を追加してほしい。
・税事業は、特定地域だけでなく、継続したい団体に

対して少額でも⽀援できる新たな選択肢を検討して
ほしい。

・⾃⼰負担があることで物を⼤事に使う意識も⽣まれ
るが、財源がない団体には負担が⼤きい。補助額が
⾼くなると⾃⼰負担も増えるため、現場の声を反映
した制度設計が必要。

（建設部所管であることを説明）
【森林税のＰＲ】
・税⾦の使途を住⺠にわかりやすく伝えるため、上⽥

駅前の木の整備に森林税が使われていることを看板
やプレートで表示するような工夫が必要。

１ 地域会議で挙げられた意⾒等
（１）地域または全県の課題として検討を要する事項
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地域会議事務局の⾒解構成員からの意⾒

・県⺠会議の議事録が公開前であることから、議論
の詳細は不明。

・方針は本庁からの通知待ちであるため、情報が入
り次第、次回会議や別の機会で共有する予定。

【第2回県⺠会議︓森林税による造林県単独補助の導
入】
・森林税を活⽤して県単独で再造林⽀援を⾏う方針と

のことだが、導入されると国が「⻑野県は独⾃財源
で対応可能」と判断し、国庫補助がさらに減る可能
性がある。

・木材需要が減少傾向にある中で、皆伐→再造林によ
る木材⽣産が市場ニーズに合っているか疑問。

・公費（森林税）を投入する以上、経済性や市場動向
を踏まえた精査の仕組みが必要ではないか。

（地域会議では回答せず）
【県独⾃の取組】
・森林税は国の林政方針に沿った補助的な使い方が基

本だが、県独⾃の財源であるため、もっとオリジナ
リティのある施策があってもよい。

・地域や樹種（例︓カラマツ）によっては、より多く
植えたいなどのニーズがある。地域の実情や要望を
反映した県独⾃の柔軟な森林税の使い方を検討して
ほしい。

・国の方針が温暖化・花粉・低コスト造林に偏ってい
る中で、⻑野県独⾃の取組を⽀援する方向性が望ま
しい。

（２）県⺠会議事務局の⾒解を求められている事項
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令和７年度第１回地域会議 開催結果（意見等）【林務部に提出】



【開かれた⾥⼭の新規箇所】
・地区の取組は、学校・PTA・地域団体などを巻き込んでおり、継続性が⾼い。
・活動は小学⽣とのつながりがあり、教育的な価値も⾼い。
・継続的な活動のためには、子どもや先⽣方が関心を持ち、何度も訪れたくなるような魅⼒
づくりが必要。
・開かれた⾥⼭整備事業の和地区について、上⽥地域会議として了承する。

（３）その他、構成員から挙げられた意⾒等
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・現在は獣害対策など「暮らしを守る」施策はあるが、住み続けたいと思えるような「住み
ごたえ」の向上に関する議論が⾜りていない。森林税を活⽤した⾥⼭整備などの取組が進む
中で、⼭に住む人たちが将来に希望を持てるような⽀援のあり方も検討してほしい。また、
こうした問題意識の受け皿となるような制度や議論の場が必要。

２ その他特筆事項（地域会議事務局の意⾒、構成員からの肯定的な意⾒等）

令和７年度第１回地域会議 開催結果（意見等）【林務部に提出】



１日時：第３回 令和7年12月23日（火）
２場所：⻑野市（県林業センタービル）
３会議事項
(１)森林づくり指針の各指標について
(２)その他
・令和７年度みんなで支える森林づくり地域会議の開催状況について
・森林づくり県⺠税活用事業検証・評価シート（Ｒ６事業）（案）
・みんなで支える森林づくり県⺠会議構成員の改選について
・⻑野県内の建築物等における県産材利用⽅針の見直し等について

４公開状況
・資料等：県ホームページで公開済み
・議事録：作成中

【県ホームページアドレス】
https://www.pref.nagano.lg.jp/rinsei/sangyo/ringyo/shisaku/kenminzei/kenminkai
gi07_3.html

令和７年度 第３回県民会議の開催状況
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【県ホームページアドレス】
https://www.pref.nagano.lg.jp/rinsei/sangyo/ringyo/shisaku/kenminzei/kenminkaigi07_3.html

令和７年度 第３回県民会議の開催状況
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（１）資料「森林づくり指針の各指標について」の要約

○趣旨
県では、森林づくり指針の各指標の検証を行い、現時点の分析結果を取りまとめ

たので、検証の内容についてご意見をいただきたい。
○指針と森林税の関係
・森林づくり県⺠税活用事業を含め、県の森林・林業施策の⽅向性を「森林づくり
指針」で定めており、各項目における目標値を設定し取り組んでいる。（次ページ
参照）
・森林税を活用した事業については、毎年度の県⺠会議や地域会議などでご意見を
いただきながら事業の振返り・改善を行っているものの、「森林づくり指針」に対
する毎年度の検証を行っていない。

↓

森林づくり指針の指標は、森林税の活用の⽅向性にも大きくかかわることから、
森林税活用事業と併せて、指標の評価・検証を行っていきたい。
【次頁以降は県⺠会議資料より転載】

令和７年度 第３回県民会議の開催状況
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令和７年度 第３回県民会議の開催状況
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令和７年度 第３回県民会議の開催状況
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令和７年度 第３回県民会議の開催状況
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令和７年度 第３回県民会議の開催状況
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令和７年度 第３回県民会議の開催状況
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令和７年度 第３回県民会議の開催状況
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令和７年度 第３回県民会議の開催状況
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令和７年度 第３回県民会議の開催状況
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令和７年度 第３回県民会議の開催状況
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（２）参考資料「令和７年度みんなで支える森林づくり地域会議の開催状況について」の要約



森林税活用事業の実績及び予算（県全体）
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令和８年度森林税活用事業の予算要求額(案)：1/2
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令和８年度森林税活用事業の予算要求額(案)：2/2
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上田地域の森林税活用事業実績及び計画１（再造林の加速化）
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再造林（森林の若返り）の加速化（再掲）
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実績税以外 187ha

税活用 247ha

計 434ha

168ha

238ha

406ha



再造林（森林の若返り）の加速化 令和７年度森林税による嵩上げ（実績/計画（ R8.2時点 ））
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計獣害対策
水和剤下刈⼈⼯造林

植栽
⼈⼯造林
地拵え事業主体市町村

53 / 61 ha-25 / 25 ha13/ 18 ha15 / 17 ha上⽥市東御市
真⽥共有
財産組合

上⽥市
944 / 1,300 万円-232 / 230 万円527 / 762 万円186 / 307 万円

74 / 77ha-43 / 34 ha16 / 16 ha16 / 26 ha

信州上小
森林組合

987 / 1,057 万円-359 / 286 万円424 / 426 万円204 / 345 万円

0 / 3 ha---0 / 3 ha

東御市
0 / 26 万円---0 / 26 万円

82 / 101 ha5 / 12 ha30 / 30 ha24 / 29 ha24 / 29 ha

⻑和町
1,219 / 1,413 万円17 / 42 万円248 / 246 万円646 / 776 万円309 / 349 万円

116 / 103 ha38 / 20 ha33 / 35 ha20 / 20 ha26 / 27 ha

⻘木村
1,248 / 1,222 万円128 / 74 万円282 / 298 万円584 / 580 万円254 / 270 万円

326 /344 ha42 / 33 ha131 / 125 ha72 / 84 ha80 / 103 ha
2 者計

4,398 /5,018 万円144 / 115 万円1,121 / 1,061
万円

2,180 / 2,545
万円952 / 1,296 万円

※①⾯積、⾦額は森林税による嵩上げ分のみを記載、②⾦額は千円以下四捨五入のため計と合わない、③東御市の森林組合分には祢津沢⽣産森林組合分を含む

いずれも実績の合計は計画比で約8割以上



再造林（森林の若返り）の加速化 森林税による嵩上げ実績
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人工造林（地拵え・植栽）上⽥市上室賀 信州上小森林組合 人工造林（地拵え・植栽） ⻑和町⼤門宮城 信州上小森林組合

②／①② 上田地域① 県全体信州の森林づくり事業
(⼈⼯造林・初期保育の嵩上げ)

16%実績 ︓69ha目標︓420ha
令和6年度

21%実績 ︓3,690万円予算︓17,458万円

12%実績(R8.2時点) ︓72ha目標︓580ha
令和７年度

18%実績(R8.2時点)︓4,398万円予算︓24,486万円



再造林（森林の若返り）の加速化 森林組合のR7取組と今後
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（１）労務の確保
・今年度、技能職員を6名採⽤（上⽥市の地域おこし協⼒隊を除く）

・新たに協⼒事業体が加わり、地拵え、植栽、下刈りを実施した。
→R8も引き続き実施

（２）スケジューリング
・上⽥管内の春植え︓秋植えの⾯積は、R6→38:33ha、R7→33:37ha
・下刈りに早朝シフトを導入済

（３）苗木の確保
・今年度は春植え、秋植えともに苗木を全量確保できた

→来年度分も確保に努める



上田地域の森林税活用事業実績及び計画２（市町村と連携した森林整備支援）
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市町村と連携した森林等に関連する課題の解決
（市町村森林整備支援事業 令和７年度事業実績見込み）

実施内容単位事業量補助金額
（千円）

事業費
（千円）

細メニューメニュー箇所名市町村

被害木の伐倒処理m3931,5003,004森林外被害木処理森林の病害虫被害対策市内全域上田市

被害木の伐採・利活用m31281,8002,084枯損木利活用森林の病害虫被害対策下之郷上田市

危険木の伐採本309001,159ーライフライン等の保全対策栗林東御市

危険木の伐採本20720945ーライフライン等の保全対策寺坂東御市

危険木の伐採本201,1451,284ーライフライン等の保全対策学者村１期⻑和町

危険木の伐採本22810930—ライフライン等の保全対策当郷地区
当郷第１配水場⻘木村

危険木の伐採本502,0002,310—ライフライン等の保全対策田沢地区
国道143号沿線⻘木村

8,87511,716合計



Ｒ６実施状況

31

森林の病虫被害対策[枯損木の利活用](上田市下之郷)

ライフライン等の保全整備（東御市 栗林・寺坂）

市町村と連携した森林等に関連する課題の解決
（市町村森林整備支援事業 令和７年度事業実施状況）

施工前 施工前

栗林 施工前 寺坂 施工前



Ｒ６実施状況
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ライフライン等の保全対策（長和町 学者村１期）

ライフライン等の保全対策（青木村 当郷地区・田沢地区）

市町村と連携した森林等に関連する課題の解決
（市町村森林整備支援事業 令和７年度事業実施状況）

当郷地区 施工前 田沢地区 施工前

施工前 施工前



市町村と連携した森林等に関連する課題の解決
（市町村森林整備支援事業 令和８年度計画）
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実施内容単位事業量補助金額
（千円）

事業費
（千円）

細メニューメニュー箇所名市町村

危険木の伐採本602,7003,000ーライフライン等の保全対策上丸子①上田市

松くい被害木の伐採・利活用m34501,8002,000枯損木利活用森林の病害虫被害対策上丸子②上田市

松くい被害木の伐倒処理m3507501,500森林外被害木処理森林の病害虫被害対策上田市全域上田市

危険木の伐採（R8~R9）ha4.34,5005,000ー観光地等の景観整備中央公園東御市

景観整備（R8~R9）ha0.29001,000ー観光地等の景観整備御堂東御市

松くい被害木の伐採・利活用
（R8~R9）m350450500枯損木利活用森林の病害虫被害児玉⼭東御市

危険木の伐採本209001,000ーライフライン等の保全対策田沢①東御市

危険木の伐採本209001,000ーライフライン等の保全対策⻄海野東御市

危険木の伐採本209001,000ーライフライン等の保全対策寺坂東御市

危険木の伐採本209001,000ーライフライン等の保全対策学者村①⻑和町

危険木の伐採本15675750―ライフライン等の保全対策学者村②⻑和町

危険木の伐採本702,2502,500—ライフライン等の保全対策当郷・村松地区
村道浦野⻘木線⻘木村

支障木の伐採ha1.53,6004,000—緩衝帯の整備当郷地区
村道岩鼻上管社線⻘木村

21,22524,250合計



上田地域の森林税活用事業実績及び計画３

森や緑、木のぬくもりに親しむことのできる環境づくり
県民協働による里山整備・利用（開かれた里山）
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県⺠が広く親しめる⾥⼭づくり
（県民協働による里山整備・利用事業 令和7年度事業実績）

35

実施内容補助⾦額
（千円）

事業費
（千円）事業メニュー事業主体地域名市町村

森林環境教育、景観整備等機械レンタル、燃料など500511
⾥⼭整備利⽤地域活動
推進事業（一般）和地区⾥⼭整備プロ

ジェクトチーム和東御市

きのこ栽培⽤ドリル75118
⾥⼭資源利活⽤推進事
業（一般）〃〃

⾥⼭整備（抵抗性アカマツ植栽、景観整備、⽵林整備）
実施に必要なチェーンソー、刈払い機の燃料や⼿袋など
の消耗品

350350⾥⼭整備利⽤地域活動
推進事業（一般）

鈴子緑のフォレスト
倶楽部鈴子上⽥市

チェーンソー、刈払い機など525708⾥⼭資源利活⽤推進事
業（一般）〃〃

1,4501,687合計



県民協働による里山整備・利用事業

活動計画（和地区里山整備プロジェクトチーム）
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県民協働による里山整備・利用事業

活動計画（和地区里山整備プロジェクトチーム）
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県民協働による里山整備・利用事業

活動計画（和地区里山整備プロジェクトチーム）

38

安全講習

⾥⼭・林内広場を活用しての学習・レクリエーション

⾥⼭でのお昼

実施内容事業名

森林整備等に必要な備品等の購入県民協働による里山
整備・利用事業

チェーンソーの使い⽅や安全作業など
の講習会

里山利活用人材の育
成事業

未就学児の森林整備・森林教室など長野県緑の基金
（地域における園庭・裏庭整
備モデル事業）



県民協働による里山整備・利用事業

活動計画（鈴子緑のフォレスト倶楽部）
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県民協働による里山整備・利用事業

活動計画（鈴子緑のフォレスト倶楽部）
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県民協働による里山整備・利用事業

活動計画（鈴子緑のフォレスト倶楽部）

41

サクラ植樹

抵抗性アカマツ苗植樹環境整備

松くい虫被害予防

実施内容事業名

森林整備等に必要な備品等の購入
県民協働による里山
整備・利用事業

抵抗性アカマツ苗木、松くい虫対策樹
幹注入剤、ハナミズキの苗木

上田市 松くい虫対
策・緑化木配布



県⺠が広く親しめる⾥⼭づくり
（県民協働による里山整備・利用事業 令和8年度実施予定）
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実施内容補助⾦額
（千円）

事業費
（千円）事業メニュー事業主体地域名市町村

森林整備安全講習・児童指導講習会の開催、林内学習・
レクリエーション活動（カブトムシ飼育、原木きのこ植
菌教室）のための消耗品、遊歩道整備のための機材レン
タル、保険料、燃料など

500500
⾥⼭整備利⽤地域活動
推進事業（一般）和地区⾥⼭整備プロ

ジェクトチーム和東御市

⾥⼭整備・利活⽤に必要な機材（チェーンソー、きのこ
植菌⽤ドリル）の導入75100

⾥⼭資源利活⽤推進事
業（一般）〃〃

松茸⼭復活のための活動（枯損木処理、予防樹幹注入剤、
抵抗性アカマツ苗の植樹・保育など）に係る消耗品、燃
料、保険料など

500500⾥⼭整備利⽤地域活動
推進事業（一般）

鈴子緑のフォレスト
倶楽部鈴子上⽥市

⾥⼭整備・利活⽤に必要な機材（チェーンソー、刈払い
機など）の導入500667⾥⼭資源利活⽤推進事

業（一般）〃〃

1,5751,767合計



その他（Ｒ７におけるＰＲ：関連イベントの開催状況）
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関連イベントの開催状況１（UE森2025）

44

１日時：令和7年5月10日（土）9:30〜11:30

２場所：上田市菅平高原 上田市東御市真田共有財産組合林
３主催：上田地域振興局、上田市、東御市、⻑和町、

⻘木村、東信森林管理署、上小林業振興会、
信州上小森林組合、上小森林認証協議会

４参加：195人※（⻑野大学の学⽣・担当教授、⼀般参加者、
にぎやかな森プロジェクト協定締結企業）

（※：参加申し込みは219人）
５内容：植樹、記念標柱建立
６その他：森林づくり県⺠税のPRを配布パンフレットで実施



関連イベントの開催状況１（UE森2025）

45



関連イベントの開催状況１（UE森2025）
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１日時：令和8年2月2日（月）13:20〜15:50

２場所：サントミューゼ小ホール（上田市）
３主催：上田地域振興局、上田市、東御市、

⻑和町、⻘木村、上小林業振興会、
信州上小森林組合、上小森林認証協議会

４後援：上小木材協同組合、上小猟友会
５参加：162人（林業関係者、⼀般参加者、

にぎやかな森プロジェクト協定締結企業）
６内容：別紙のとおり
７その他：森林づくり県⺠税のPRをパネルで実施

関連イベントの開催状況２（にぎやかな森づくりフォーラム2026）
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関連イベントの開催状況２（にぎやかな森づくりフォーラム2026）
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